
  
 

一 

 
 

 

重
要
経
済
安
保
情
報
の
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

重
要
経
済
安
保
情
報
の
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、
「
第
二
十
二
条―

第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
三
条―

第
二
十
八
条
」

に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
」

の
下
に
「
附
則
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
毎
年
、
第
一
項
の
基
準
に
基
づ
く
重
要
経
済
安
保
情
報
の
指
定
及
び
そ
の
解
除
、
適
性
評
価
の
実
施

並
び
に
適
合
事
業
者
の
認
定
の
状
況
を
前
項
に
規
定
す
る
者
に
報
告
し
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十

四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
」



 

  
 

二 

を
「
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
五
条
中
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第

二
項
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第

二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
七
章
中

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
八
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。 

 

（
国
会
へ
の
報
告
等
） 

第
十
九
条 

政
府
は
、
毎
年
、
前
条
第
三
項
の
意
見
を
付
し
て
、
重
要
経
済
安
保
情
報
の
指
定
及
び
そ
の
解
除
、
適
性
評
価
の

実
施
並
び
に
適
合
事
業
者
の
認
定
の
状
況
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
条
ま
で
」
を
加
え
る
。 



  
 

三 

 
附
則
第
四
条
中
「
第
二
十
二
条
（
」
を
「
第
二
十
三
条
（
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、

「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
、
「
第
二
十
二
条
等
の
規
定
」
を
「
第
二
十
三
条
等
の
規
定
」
に
、
「
第
二
十
二
条

第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
指
定
及
び
解
除
の
適
正
の
確
保
） 

第
九
条 

政
府
は
、
重
要
経
済
安
保
情
報
の
指
定
及
び
そ
の
解
除
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
国
会
に
対
す
る
重
要
経
済
安
保
情
報
の
提
供
及
び
国
会
に
お
け
る
そ
の
保
護
措
置
の
在
り
方
） 

第
十
条 

国
会
に
対
す
る
重
要
経
済
安
保
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
国
会
が
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
り
各
議
院
が

そ
の
会
議
そ
の
他
の
手
続
及
び
内
部
の
規
律
に
関
す
る
規
則
を
定
め
る
権
能
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
日
本
国
憲
法
及
び
こ

れ
に
基
づ
く
国
会
法
等
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
の
法
律
を
運
用
す
る
も
の
と
し
、
重
要
経
済
安
保
情
報
の
提
供
を
受
け
る

国
会
に
お
け
る
そ
の
保
護
に
関
す
る
方
策
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
、
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 


